
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系） 

 

教科 工業 科目 電気機器 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 工業 348「電気機器」 （実教出版） 

副教材等 自作プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 電気機器では直流発電機、電動機、変圧器等の原理、構造などの基本事項を学ぶ。授業では教科書を

もとにプリントを埋めていくとともに計算問題の演習を実際の数値をもとに計算できるようにする。さ

らに電気機器についての法規及び日本工業規格などと関連させて理解を深める。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

直流発電機、電動機、変圧器等の原理、構造などの基本事項、名称などについて学ぶとともに「実習」

と連携しより深く理解できること。さらに基本的な計算問題が解答できることを目標とする。 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電気機器に関する課

題について関心をも

ち、改善・向上を目指

して主体的に取り組

もうとし、実践的な態

度を身につけている 

 

電気機器に関する課

題の解決をめざして

思考を深め、基礎的・

基本的な知識と技術

をもとに、技術者とし

て適切に判断し、表現

する創造的な能力を

身につけている。 

電気機器に関する基

礎的・基本的な技術

を身につけ、安全や

環境に配慮し、もの

づくりを合理的に計

画し、技術を適切に

活用している。 

電気機器に関する基

礎的・基本的な知識

を身につけ、現代社

会における電気機器

の意義や役割を理解

している。 

評
価
方
法 

提出物 

定期考査 

学習意欲 

出席状況 

提出物 

定期考査 

学習意欲 

 

定期考査 定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

直
流
機
・
直
流
発
電
機 

序章 電気エネルギーと電気機器 

第１章直流機 

１直流機   

① 直流機の原理 

② 直流器の構造 

③ 電機子巻線法 

２直流発電機 

① 直流発電機の理論 

② 直流発電機の種類と特性 

 

○ 

 

 

○

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

a:積極的に学習しようと

しているか。 

b:安全に結線できている

か。 

c:公式を利用し解答でき

ているか。 

d:名称・動作原理・構造

を理解できているか。 

出席状況 

学習状況 

ノート・プ

リント 

定期考査 

後
期 

直
流
電
動
機
・
直
流
器
の
定
格 

３直流電動機 

① 直流電動機の理論 

② 直流電動機の特性 

③ 始動と速度制御 

４直流器の定格 

① 直流発電機の定格 

② 直流電動機の定格 

  

 

 

○

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

a:積極的に学習しようと

しているか。 

b:安全に結線できている

か。 

c:公式を利用し解答でき

ているか。 

d:名称・動作原理・構造

を理解できているか。 

出席状況 

学習状況 

ノート・プ

リント 

定期考査 

変
圧
器 

第３章変圧器 

１変圧器の構造と理論 

① 変圧器の構造 

② 変圧器の理論 

２変圧器の特性 

①  変圧器の電圧変動率 

②  変圧器の損失と効率 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

a:積極的に学習しようと

しているか。 

b:安全に結線できている

か。 

c:公式を利用し解答でき

ているか。 

d:名称・動作原理・構造

を理解できているか。 

出席状況 

学習状況 

ノート・プ

リント 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


